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（趣旨） 

第１条 学位規則（昭和２８年文部省令第９号）第６条第１項の規定に基づき、独立

行政法人大学改革支援・学位授与機構（以下「機構」という。）が行う学士の学位

の授与については、別に定めるものを除き、この規則の定めるところによる。 

 

（学士の学位授与の要件） 

第２条 学士の学位は、次の各号の一に該当する者（大学（短期大学を除く。以下同

じ。）に在学する者を除く。）で、機構の行う修得単位及び学修成果（専攻に係る特

定の課題についての学修の成果をいう。以下同じ。）についての審査並びに試験に

合格した者に授与するものとする。ただし、機構が適当と認めるときは、試験を行

わないことができる。 

一 短期大学（専門職大学の前期課程を含む。）又は高等専門学校を卒業した者（専

門職大学の前期課程にあっては、修了した者） 

二 大学に２年以上在学し６２単位以上を修得した者 

三 高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）の専

攻科の課程を修了した者のうち学校教育法第５８条の２（同法第７０条第１項及

び第８２条において準用する場合を含む。）の規定により大学に編入学すること

ができるもの 

四 専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第１３２条の規定により

大学に編入学することができるもの 

五 外国において学校教育における１４年の課程を修了した者 

六 その他前各号に掲げる者と同等以上の学力がある者として文部科学大臣が定

める者 

 

（単位の修得方法等） 

第３条 学士の学位の授与を受けようとする者は、前条各号の一に該当した後、次の

各号に定めるところにより単位を修得しなければならない。 

一 ２年以上にわたって、大学設置基準（昭和３１年文部省令第２８号）第３１条

の規定による単位等大学における単位の修得又は短期大学若しくは高等専門学

校に置かれる専攻科のうち機構が認定したものにおける学修その他文部科学大



臣が定める学修を行い、６２単位以上を修得すること。ただし、前条各号に掲げ

る者のうち、次に掲げる者の場合にあっては、１年以上にわたって、３１単位以

上を修得すること。 

 イ 修業年限３年の短期大学（短期大学設置基準（昭和 50 年文部省令第 21 号）

第 19 条に規定する短期大学及び専門職短期大学設置基準（平成 29 年文部科学

省令第 34 号）第 27 条に規定する専門職短期大学を除く。）を卒業した者 

ロ 修業年限３年の専門職大学の前期課程（専門職大学設置基準（平成 29 年文

部科学省令第 33 号）第 30 条第３項に規定する専門職大学の前期課程を除く。）

を修了した者 

ハ 修業年限３年以上で課程の修了に必要な総授業時数が 2,550単位時間以上若

しくは課程の修了に必要な総単位数が 93 単位以上の専修学校の専門課程を修

了した者 

二 その他イからハまでに掲げる者と同等以上と機構が認める者 

二 単位の修得に当たっては、専攻に係る専門の学芸を体系的に履修するとともに、

幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するよう適切に

配慮して履修すること。 

三 前号の専攻に係る単位数は、第１号により修得する単位数のうち専攻に係るも

のと、前条各号に掲げる短期大学（専門職大学の前期課程を含む。）、高等専門学

校又は専修学校の専門課程等において修得した単位数のうち専攻に係るものと

を合わせて、６２単位以上となるよう修得すること。この場合において、単位の

修得は、専攻に係る一般的包括的な内容を含む授業科目及び専門的な内容を含む

授業科目にわたって、専攻に応じ、講義、演習、実験、実習又は実技によるもの

を適切に含めて行うこと。 

２ 専攻分野により、学士の学位の授与を受けようとする場合の単位の修得方法等が

前項の規定によることが適当でないと機構が認めるときは、単位の修得方法等を別

に定めることができる。 

 

（学士の学位授与の申請） 

第４条 第２条の規定により学士の学位の授与を受けようとする者は、機構が別に定

めるところにより、学位授与申請書に次の各号に掲げる書類等及び学位審査手数料

３２，０００円を添え、４月又は１０月の機構が別に定める期間に機構長に申請す

るものとする。 

一 第２条各号の一に該当する者である旨の学（校）長の発行する証明書 

二 単位修得状況等申告書及び学（校）長の発行する単位修得証明書 

三 学修成果 



２ 機構長は、審査のため必要があるときは、前項に掲げる書類等以外の書類を提出

させることができる。 

３ 受理した学位授与申請書等の書類及び学位審査手数料はいかなる理由があっても

返還しない。 

 

（審査の付託） 

第５条 前条の規定により学士の学位授与の申請があったときは、機構長は、学位審

査会に学位授与の可否について審査を付託するものとする。 

 

（学士の学位授与の審査） 

第６条 前条の規定により審査の付託があったときは、学位審査会は、申請者に係る

修得単位及び学修成果についての審査並びに試験を行わせるべき専門委員会を指

定し、当該専門委員会に審査及び試験を付託する。 

２ 前項の試験は、小論文又は面接により行う。 

３ 専門委員会は、第１項の審査及び試験が終了したときは、その結果を学位審査会

に文書により報告する。 

４ 学位審査会は、前項の報告に基づいて学士の学位授与の可否について審査し、そ

の結果を機構長に文書により報告する。 

 

（学士の学位の授与） 

第７条 機構長は、前条第４項の学位審査会の報告に基づき、学士の学位授与の申請

があったときから６月以内に、学士の学位を授与すべき者には別記様式により学位

記を授与し、学士の学位を授与しない者にはその旨を通知するものとする。 

 

（専攻分野の名称） 

第８条 機構が授与する学士の学位に付記する専攻分野の名称は、別表のとおりとす

る。 

２ 機構が適当と認めるときは、前項に規定する専攻分野の名称以外の名称を付記す

ることができるものとする。 

 

（学位の名称） 

第９条 機構から学士の学位を授与された者は、学士の学位の名称を用いるときは、

その旨を付記するものとする。 

 

 



（学位授与の取消し） 

第１０条 学士の学位を授与された者が、不正の方法により学士の学位の授与を受け

た事実が判明したときは、機構長は、当該学士の学位を授与された者に対し聴聞の

上、学位審査会及び専門委員会の議を経て、学士の学位の授与を取消し、学位記を

返還させ、かつ、その旨を公表するものとする。聴聞の手続きについては別に定め

る。 

 

（その他） 

第１１条 この規則の実施に関し必要な事項は別に定める。 

 

 

附 則 

この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

 

附 則（平成１９年２月１９日） 

この規則は、平成２０年４月１日から施行する。 

 

附 則（平成１９年１２月１０日） 

この規則は、平成１９年１２月２６日から施行する。 

 

附 則（平成２０年２月１２日） 

この規則は、平成２０年３月１日から施行する。 

 

附 則（平成２２年２月１０日） 

この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

 

附 則（平成２５年５月１４日） 

この規則は、平成２５年５月１４日から施行し、平成２５年度４月期の学位授与申

請から適用する。 

 

附 則（平成２５年６月１１日） 

この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

 

附 則（平成２６年２月１０日） 

この規則は、平成２６年３月１日から施行する。 



 

附 則（平成２６年４月１日） 

この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

 

   附 則（平成２８年３月３１日） 

 この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

 

附 則（平成３１年３月１２日） 

 この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

 

附 則（平成３１年４月９日） 

 この規則は、令和元年５月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 別表（第８条関係） 

 

文学  教育学   神学    社会学 教養 学芸   社会科学 法学 

政治学 経済学   商学    経営学 理学 薬科学  看護学  保健衛生学 

鍼灸学 口腔保健学 柔道整復学 栄養学 工学 芸術工学 商船学  農学 

水産学 家政学   芸術学   体育学 
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